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低含水脱水技術本実証事業の
コンセプト

低空気比省エネ燃焼技術

高効率排熱発電技術

○実績ある低動力型高効率遠心脱水機を用いて、

　薬注率、遠心力等を制御し、低含水の脱水汚泥

　性状（含水率等）を得ることにより、燃焼炉補助

　燃料の削減（自燃化）が期待できます。

○燃焼炉に近接配置することで、汚泥の搬送に

　関わる電力の削減が期待できます。

○空気を複数個所から導入する多層燃焼技術

　に加え、様々なセンサーから得られる情報と

　モデル予測制御技術を駆使することで、低空

　気比での安定運転を可能とします。

○排ガス量の減少によるコンパクト化、電力

　および補助燃料の削減（維持管理費削減）、温室

　効果ガス（N2O、CO2等）の削減が期待できます。

○地熱発電等で実績のある低温度差発電技術

　を下水汚泥燃焼炉排熱に特有の条件を踏ま

　えて改良した技術です。

○下水汚泥燃焼炉排熱には、洗煙排水（低温排熱）

　と、白煙防止空気（高温排熱）の２種類があり、

　両者を効率良く利用する２熱源の排熱発電技術

　により発電量の最大化を目指します。 

○従来は利用が困難であった小規模な焼却炉

　の排熱でも、電力に変換することができます。

「エネルギー多消費型の汚泥処理システムからの脱却」を目指し、下水汚泥の脱水、

燃焼、発電機能をそれぞれ高度化・高効率化するとともに、連携することで「システム

全体の省エネ、省コスト、創エネ（発電）効果を最大化」することを目的としています。

実証事業の概要

革新的技術の全体像

①低含水脱水技術

３つの
革新的技術

連携の機能と
期待される効果

最適化

③高効率排熱発電技術②低空気比省エネ燃焼技術

○実証事業名　　　脱水・燃焼・発電を全体最適化した
　　　　　　　　　革新的下水汚泥エネルギー転換システムの技術実証研究
○実施者   　メタウォーター・池田市共同研究体
○実証フィールド　  池田市下水処理場
○実証規模          25 t -脱水汚泥／日
○実証期間   　平成25年6月～平成26年3月（予定）
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低含水脱水技術

従来は、手動設定していた薬注率、
遠心力、差速等の制御因子を、処
理コスト最小等の条件で自動的に
決定、制御する脱水技術。

温度、酸素濃度等のセンシングと
モデル予測制御を行うことで、空気
比を低減し、ブロワ、ファン動力、補助
燃料使用量を低減する燃焼技術。

地熱発電等の技術をベースとし、
排ガスの顕熱と洗煙排水の潜熱を
双方回収する「２熱源カリーナサイ
クル」とした排熱発電技術。

燃焼設備の炉温度等を連携機能
で受けて、脱水汚泥の含水率を推
定し、燃焼炉の状況に応じた、「汚
泥の調製」を行う。

「汚泥の調製」（含水率の調整、汚
泥性状変動抑制）により低空気比
運転がさらに安定し、自燃化する。

潜熱・顕熱が常に最適な配分と
なるように、燃焼設備に排ガス系
の条件変更を指示し、発電量の最
大化を目指す。

単独の設備内で得られない情報を
前後段の設備から提供することで、
より効率的に運転する機能

消費電力量、GHG排出量等を収集し、
システム全体の費用等を極小化する
最適条件を判断、対応指示する機能

連携機能

自動最適化機能

焼却炉からエネルギー回収　補助燃料ゼロへ

低空気比省エネ燃焼技術 高効率排熱
発電技術

本事業で実証する革新的技術は、①低含水脱水技術 ②低空気比省エネ燃焼技術   

③高効率排熱発電技術 の特徴ある３つの革新的な個別技術から構成されています。

さらに３技術を互いに連携させることで、導入効果を最大化（＝最適化）することを目指します。
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（国土技術政策総合研究所 委託研究による）




